
地域ｽﾎﾟｰﾂ学Ⅰ

【令和６年度の目標】
①新規取組
・教養総合類型３年生において｢地域創造学Ⅱ｣
(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟやｲﾍﾞﾝﾄの企画･運営等多様な取組)

②組織編成と検討
・校内に｢(仮)学校魅力化委員会｣を設置
・令和８年度からの新学科設置決定
・新学科の名称等について検討
・「総合的な探究の時間」等の教育課程の見直し
・学校設定教科｢地域創造学Ⅰ｣の検証と
ブラッシュアップ

③意見集約
・新事業について、コンソーシアムで検討

④視察及び研修
・普通科改革支援事業実施校視察

・全職員対象の校内研修会の実施

【成果】
○生徒の変容
肌感覚であるが、他の類型の生徒と比較し
て自己肯定感やコミュニケーション力、外
部発信力など非認知能力が向上し、学校生
活において中心的な役割を担う機会増加
→ アンケート調査に加え、客観的な評価
ができるよう検討を継続

○教員の変容
○地域との連携が強化された
○これからの学びに即した教育課程検討開始
○積極的に探究活動推進校としての認識向上

【課題】
●外部での発信機会の少なさ
●教科の授業や他の事業との連動性の低さ
●探究活動に関する教員の認識の低さ
→ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰへの依存性が高すぎる

●学校全体での取組への再構築
●学校設定教科の継続性向上に向けた取組
●少子化による教育環境の低下に関する教員
や地域の危機感の高揚が鈍い

令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【宮城県中新田高等学校】（仮称）未来創造科（令和９年度設置（予定））

管理機関名：宮城県教育委員会

「100年つづくまち創り」を目標とした探究的な学びを通して、
地域への思いと、地域活性化の熱意を持った人材を育成する目

的 ○自ら見つけ、探究し、発信する力
○自ら活動し、主体的に取り組む力
○自ら考え、判断し、行動する力

育成する
能力

教
育
概
要

【1年】総合的な探究の時間「加美町研究」など

【２年】学校設定教科「地域創造学Ⅰ」

・地域産業Ⅰ・地域ｽﾎﾟｰﾂ学Ⅰ・地域防災学Ⅰ

【３年】学校設定教科「地域創造学Ⅱ」

・地域産業Ⅱ・地域ｽﾎﾟｰﾂ学Ⅱ・地域防災学Ⅱ

「教室が
加美町」

関係機関との連携・協働体制の構築

「中新田高校」の魅力が向上することで、
「加美町」さらには「地域社会」の魅力を創出

【中新田高校】
○50年・100年先の加美町を担い、支え
る人材を育成する、魅力ある学校へ

【加美町】
○新時代に挑戦し続け、成長し続ける、
魅力ある町へ

【地域社会】
○地域社会の在り方を考え、実践する、
魅力ある地域社会へ

中新田高校

運営指導
委員会

学校魅力化
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

学校運営協議会

(ｺﾝｿｰｼｱﾑ)
加美町

商工会

地元企業

大学有識者

同窓会

保護者

町内の

小・中学校

【取組状況】

→10月に外部施設等において３つのｲﾍﾞﾝﾄを実施
・親子ｲﾍﾞﾝﾄ ・ｶﾇｰｲﾍﾞﾝﾄ ・お化け屋敷

→７月に｢将来構想会議｣を設置して検討開始

→12月までに学校原案を審議し県に報告
→令和８年度の教育課程全体の見直し案を検討中
→課題の洗い出しを行い、次年度の予定計画

→２回の専門部会及び２回の協議会を実施

→11月島根県立隠岐島前高等学校(４名)
和歌山県立串本古座高等学校(３名)

１月愛媛県立三崎高等学校(２名)
→改革の方向性についてテーマを定めて検討
・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ ・探究指導講演会

地域産業Ⅰ

地域防災学Ⅰ

地域ｽﾎﾟｰﾂ学Ⅱ

地域産業Ⅱ

地域防災学Ⅱ
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令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【兵庫県立淡路三原高等学校】学際領域学科「文理探究科」（令和７年度設置）
管理機関名：兵庫県教育委員会

・学際的思考力育成 → 各学問分野への興味関心の深化
 → 社会の変動に対応できる探究心のある人材育成

・地域、企業、研究機関の人材と交流 →
 ①主体性 ②創造性 ③協調性 ④社会参画意識を有した人材育成

・探究活動＋教科横断プログラム
・校外研修ツアーの充実
・実践的英語運用能力の育成
・ICT環境の整備とデータ活用技術の習得
・外部人材と学校をつなぐコーディネーター業務

南あわじ市連携協定
（地域人材）

うずしおコンソーシアム
（地域＋国際人材）

地域の課題を知る
地域の良さを知る

地域で働く人を知る

国内外の課題を知る
未知の世界を覗く

専門的知識、経験から学ぶ

学際的
授業

ICT

交流

コーディネーター
（教育と社会の懸け橋）

a) 総合的な探究の時間と学校設定科目
年間指導計画作成

b) 総合的な探究の時間「Sagas ラボ」
「Sagasゼミ」の先行実施

c) 生徒向け経年アンケートの立案作成

d) 企業、研究機関との連携新規開拓

e) ICT環境の整備

f) 探究に係る教員研修の充実

g) 生徒の探究に向かう力育成

探究活動

学際科目

教科指導

教科指導が生きるカリキュラム先行実施中

a)  b)

c) 観点別評価に使用できる
5件法22 項目のアンケート

d)             大学、研究機関―14
             自治体、企業ー 8 

e)  新設教室「探究ラボ」
 ～MeetingからPresentationまで

f) 分野別校内研修ー 1回
校外発表会、研修会への参加

— のべ 13名

g) c) 「主体性」の7項目で
4以上を選んだ2年生の割合

― 平均69.5%

1. 教員の探究活動への意識変化
3年間連動カリキュラム

↓
探究に係る教員の増加（のべ42名）

2. 南あわじ市との連携内容の充実
↓

校外活動、地域人材との交流増加

3. 校外発表会に参加する生徒数増加
（2年生：30名）

4. 体験型オープンハイスクール
（Sagas Day）の実施

5. 研修旅行（Sagasツアー）実施
8月：東京/筑波、大阪/京都、広島

6. 生徒の意識向上
「自分の探究活動が何かとつながる」

実感 60.2%（経年アンケートから）

1. 運営委員会、コンソーシアム委
員会などの会議調整

↓
会議目的の具体化と手段の改善

2. コーディネーター業務の効率化
↓

持続可能な運営：校内組織調整

3. 「学際領域」のわかりにくさ
↓

校内外での広報活動の重要性
教職員の理解→地域の理解へ

4. 文理探究科から普通科へ
 探究カリキュラム還元

令 和 6 年 度 の 目 標 取 組 状 況

文理探究科設置の目的

特色・魅力ある教育の概要

関係機関との連携・協働体制の構築方法

探究活動をすべての生徒に！

成 果 課 題

運営指導委員会
（専門家からの助言）
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